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〔個人研究〕

梵文和訳『サマー ヨ ー ガ・タントラ』第1章

伊集院栞、加納和雄、倉西憲ー、ピーター・ ダニェル• サント

1 はじめに

本稿は『サマ ーヨ ーガ ・ タントラ』第1章の梵文に対する和訳研究である。

同書は、正式には Sarvabuddhasamiiyoga<;liikinijiilasarrzvara (ー切仏との結合

を通じたダーキニーの網からもたらされる最勝楽、 などの意） と称される。 しばしば

略して「サンヴァラ」とも呼ばれる。saqivaraとは、一義的には「最勝楽」(sa1p.vara、

para1p. sukha1p.) を意味するとタントラ本文が述べる（下記）。

不空三蔵 (705—774) はこの題名を「ー切佛集會祭吉尼戒網喩伽」と訳す。 本

書がいわゆる広本金剛頂経の第九会に相当することは、『金剛頂経喩伽十八会

指帰』を読み解いた酒井真典、 福田亮成、 田中公明によって突き止められた。

そしてこの題目の語義は、本稿で扱う第1章において明かされる。

同書は、 インド中期密教と後期密教とをつなぐ過渡期に位骰づけられている

密教聖典であり、 インド密教とくにヨ ーギニー・ タントラの展開を知るための

ひとつの鍵となるテクストである。 田中によると、「母タントラの起源を解明

するためには、 その最初期の文献である『サマーヨ ー ガ』に遡って、研究を進

められなければならない」とされる
1

。 しかしこれまで、チベット訳の形でしか

その完本が知られておらず、 とりわけ本書は韻文テクストであるため、そのチ

ベット語の訳文は難解を極め、現代語への訳注研究は保留されてきた。 そのよ

うな状況にあって、近年、 梵文原典が確認されたことにより、 とくに注目を集

めている。 Szanto & Griffiths 2017 に従うと、同梵文写本の概要は次のごと

くである。

l 田中 2006: 17 参照。
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写本は、 11 世紀後半ころに作成された貝葉であり、 パーラ朝において作成さ

れた一連の貝葉写本と形態的に類似するという。 また、 同写本は完本ではない

ものの、テクスト全体の9割近くを保存する良質の写本である(9章は部分が欠損、

10章は全体が欠損）。 1898年にネパールで購入され、 コレージュ ・ ド・ フランス

のインド学研究室図書館にIEI SL 48の整理番号で保管されてきたところ、 長

らく見過ごされてきたという。 その存在をアルロ ・ グリフイス (Ario Griffiths) 

が 2013 年の春季に確認し、 アレクシス•サンダーソン(Alexis Sanderson) とピー

タ ー・ ダニェル ・ サント (Peter-Daniel Szanto) の両者が詳細に調査を行い、 本

書に閻違いないことを確かめた。3者は共同で校訂本の作成を進めており、現在、

その刊行が待たれている（以下、 GSS 本と略す）。

ところがその刊行を待たずして、 2018 年、 サールナートのチベット学高等

中央研究所(Central Institute of Higher Tibetan Studies) の年報 Dhzb: A Journal 

of Rare Buddhist Text に、 同書の梵文刊本が、 先んじて刊行された。 後者は

上述の貝葉本を用いず、 カトマンズに伝存する別の一本の紙写本をもとにして

いる（以下、 Dhi]:i 本と略す）。 この紙写本 (NGMPP Bl1'2J17) は Nepal German 

Manuscript Preservation Project の目録には別の題名 (Kalpariijamiihiitantra) で

登録されており、 上の貝葉写本と同じように見過ごされてきた。 このようない

きさつで同書には、 紙写本と貝菓写本がひとつずつ存在することが知られるに

至った。 両者とも 9章と10章に欠損を含む未完本であるが、 相互の欠損箇所が

一致せず尺異読もしばしば確認されるため、写本の系統を異にする可能性がある。

かくして、 サールナートの刊本が一足早く世に出たわけだが、 しかし同刊本

は、 少なくとも1章を見る限り、 校訂が十分に行き届いておらず、 無批判での

使用には耐えない。 それに対して、 グリフイスらが準備している梵本は、 他の

密教典籍における同書からの引用や借用などを網羅し、 異読を徹底的に回収し

たうえで、 テクストの質の向上に活用し、 また同梵文写本の末尾の欠損部につ

いても、 他典籍から梵文を回収し、 欠文を補っているなど、 校訂作業が行き届

2 両梵文写本とも 10 章を欠く。 9 章 については紙写本 (NGMPP B112/17) が、 161{易(anayii
mudrayii yogi piityeti utpataticchati I sarvabuddhamayo riljii vajrasattvaJ:i prasiddhyati 11、Dhil:i本
の1局番号による。 GSS 本225 イ局に対応）までを保持するのに対して、 貝菓写本 (!EI SL 48) は途中
に大きな脱文を含むものの、 同章の最終偶である 733 i品および章末の奥付までを保持する。
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いており、 難解な同書を読み解くためには必須の校訂本となっている。 さらに

後者は、 新たに確認された紙写本 (Dhi}:i 本の底本）も校合に用いて、 使用可能

な資料をすべて網羅したテクストとして仕上がることになっている。 グリフィ

スらの校訂本がひとたび刊行されれば、 同書の梵本の決定版となることに間違

いはないだろう。

本稿では、 目下刊行されているサールナー トの Dhil). 本を暫定的に用いっつ、

文意の通じない箇所については、グリフィスらの読みを採用した。 グリフイス、

サント、 サンダー ソンによる校訂本のテクストは、 いまだ刊行されていないた

め、 その原文の提示については、 当該の原語のみに留めて、 極力表に出さない

ように努めた。 またその場合は、 和訳において都度その旨を注記する。 刊行前

の校訂本を快く参照させて下さった3氏に感謝したい。

また、 校訂本作成作業の中心的役割を果たしたサント氏には、 本稿の共著者

に名を連ねることにご了承頂いた。 彼の的確な梵文校訂作業の行程を経ること

なしに本書を理解することはほぼ不可能と考えられるからである。 ただし序文

や和訳における過誤についてサント氏は関与しない事を明記しておく心

2 本書の位置づけ

『サマ ー ヨ ー ガ・ タントラ』の概要については、 手際よくまとめた田中

2006、 2010 および Szant6 & Griffiths 2017 に委ね、 ここでは繰り返さない。

先行研究についてもそれらを参照されたい。 以下には、 田中とサントらの研究

に沿って、 テクストの位置づけについてのみ軽く触れておきたい。

上記のように、 不空の『十八会指帰』所載の広本金剛頂経、 第九会「ー切佛

集會祭吉尼戒網喩伽」の解説文が、 本書の第1章と第9章に内容的に対応する

点は既に明かされており、 本書の内容が不空によって知られていたことがわか

る。 つまり8世紀中葉までには、 少なくとも本書の祖型が存在していたといえ

る。 さらに田中は、 『十八会指帰』の第六会、 第七会、 第八会が理趣経系の密

教聖典であると理解し、 第九会に相当する本曹と理趣経との関連に注目する。

3 本稿の序文と資料 2 、 3 は執筆者の一人である加納が、資料 1 は伊集院が担当した。 『サマ ー ヨ ー ガ ・

タントラ』の梵本校訂はサントが担当し、 和訳は伊集院、 加納、 倉西が分担した。
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事実、 『理趣広経』（特に「真言分」）の内容は本書と密接に関連しており、 共通

するイ局も少なからず確認されている 4。 さらに田中、苫米地、サントらに指摘さ

れるように、 本書は、 『理趣広経』 系の『金剛場荘厳タントラ』と多くの平行

｛易を有し＼『トリサマャラージャ』との平行侶なども存在する 6。これらのテクス

トは、基本的には本書に先行するものと予想されている 7。 このように 『理趣広

経』 の延長上に本書が成立したとの理解は、 田中が指摘するように、『十八会

指帰』における該当会の配列順序とも軌をーにする。

またサンダー ソン 8 は、 本魯がヨ ー ガ・タントラの伝統に基づきっつもヨ ー

ギニー・タントラヘの展開の端緒を開くものだという。 具体的には、 ヘールカ

信仰を全面に打ち出し、 ガナ•マンダラを導入し尺テクストに全文韻文からな

る様式を採用したとする。 そしてこれらの点は、 密教の伝統がヴィドヤー ピー

ター系のシャークタ・シヴァ派の性質を濃縮していったことを示すという。

本書が後代へ与えた影響については、『ラグサンヴァラ』を始めとする9世

紀以降に成立したヨ ー ギニー・タントラ系テクスト、 および8-9世紀以降の学

匠らであるヴィラーサヴァジュラ、 ジュニャーナパーダ、 アーリヤデーヴァな

どによって著された密教論典が、 本書から｛局を借用・引用する点が夙に指摘さ

れてきており、田中、サントらはその代表的な例を挙げる JO。 また本書の地理的

な拡がりを示す資料としては、 インドネシアにおいて本書に基づくブロンズ像

のセットが存在する点、 松長恵史によって報告されている凡

3 根本タントラか続タントラか

本書の題名は、 上記の現存する梵文写本2本において各章毎の末尾に付され

る奥付によると、 Sarvabuddhasamayoga<;lakinijalasarrzvaraと呼ばれている。

この題名の語義については後述する。

4 第 1 章 24 偶、 第 6 章 15-16 イ局、 第 9 章 160 偽前半など、 田中 2006:27-28 など。
5 田中 2010: 340 は本書第 1 章 1-17ab との平行関係を指摘する。
s Szant6 & Griffiths 2017: 368-369。
7 田中 2007:219 は『金剛場荘厳タントラ』の成立が本書より遅れると結論づける。
8 Sanderson 2009: 145—156。
9 本書のガナマンダラについては静 2007:65-69 も参照。
10 田中 2007: 211—214、 Szant6 & Griffiths 2017: 369。
11 最新の報告としては松長 2018 がある。
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本書のチベット訳 12 の場合、頭書（つまり rgya gar skad du云々の箇所）でのみ「続

タントラ」(rgyud phyi ma 
1
3) と呼称されるが、 インドでの撰述が確定しているテ

クストにおいて、 本書を「続タントラ」と認定する記述は今のところ見つかっ

ていないといわれ仄逆に、 本書が「根本タントラ」 (mulatantra) と呼称される

例は、 アールヤデーヴァに帰される『スータカ （メ ーラーパカ）』において梵文

としてはっきりと確認される 15。 これらの点から、本書がインドにおいて「根本

タントラ」として受容されていた点は、 概ね首肯されてよいと考えられる。

そして、「根本タントラ」という相対化された呼称が示唆するのは、 その

対概念である「続タントラ」の存在である。 そしてこの「続タントラ」とは、

本来は『サルヴァカルパ・サムッチャヤ』を指していたと予想される 16。 この

予想は、 ラトナ ーカラシャーンティが『サルヴァカルパ• サムッチャヤ』を

srisa:rp.varottara と呼称していることにより支持される
＂

。 そしてそのテクス

ト自体（チベット訳のみ現存 18
) を確認すると、 本文の中で「続タントラ」(rgyud

phyi ma) と自称していることによっても補強される叫

それにも関わらず『サルヴァカルパ• サムッチャヤ』は、 チベット大蔵経の

目録類および、 チベット訳テクストの頭書と奥書 20 において、 本書の「続々タ

12 p 8、 D 366。
13 北京版では rgyud bla ma と記す。
u Szant6 & Griffiths 2017: 367。
15 同書 9 章 (�Caryiime/iipakapradipa, Wedemeyer 2007: 477) は、「次のように根本タントラに説
かれた」(yathokta111 miilatantre) と明言してから Samiiyoga 3.16—21 を引用している。その後では、
本書を srisa111vara とも略称している (Wedemeyer 2007: 478) 。
1a P 9, D 367。 Tomabechi 2007 など参照。『サマーヨ ー ガ』の第 18—22 章に相当する。 「根本タント
ラ」が 1-10 章に当たる。 11—17 章の行方は不明である。
11 Gu(lavati, p. 17.9: Szant6 & Griffiths 2017: 368。 sa111vara とは『サマー ヨ ーガ・タントラ』 の略
称である。そこに引用される偽は『サルヴァカルパ•サムッチャヤ』に対応が確認できる (Gu(lavati, p. 
17.10—12�D367, 193a4) 。
1a P 9, D 367。 Tomabechi 2007 など参照。
19 D 367, 193b3: ci'i slad du'ang rgyud phyi ma: 194a3-4: de la ji !tar rgyud phyi ma yin zhe na II 
rgyud ni rab tu'brel bar bshad II phyi ma gong du phyung ba yin II de nyid gsang ba gsang chen 
rnams 11 de yang rgyud ni phyi mar'dod II (訳：「そこで、 どうして「ウッタラ ・ タントラ」と
いうのかというと、 「タントラ」とは相続 (*prabandha) のことであると説かれる。「ウッタラ」とは
後に生じることである。それは秘密の中でも大いなる秘密であり 、 それがまた、 ウッタラ ・ タントラ
であると認められる」）。 類似の一節は『金剛頂タントラ』 (D480) 154-156 偶など参照。 またこの呼
称については同書のアーナンダガルバ注のチベット訳においてもほぼ同様である。但し頭書を除いて、
本文の冒頭の一箇所でのみ rgyud phyi ma'i yang phyi ma と呼ぶ例がある (Dl662, 19b5) 。検討を要
する。
20 D 367, 193a7, 211b4。 頭書、 奥書はいずれも後補の可能性が疑われる。
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ントラ」(rgyud phyi ma'i phyi ma) と呼称されているため、 その呼称が広く踏襲

されてきた。

以上の状況を鑑みると、 同書は本来 「 続タントラ」と呼ばれていたが、 いっ

しか 『サマー ヨ ー ガ ・ タントラ』が 「 根本タントラ」から「続タントラ」 へと

呼称の変更がなされた影饗によって、 『サルヴァカルパ• サムッチャヤ』もド

ミノ倒しで後ろに押し出されて、 「 続タントラ」の地位を本曹に譲り渡して「続々

タントラ」へと新たに呼称が改変された可能性が考えられる。

『サマ ー ヨ ー ガ ・ タントラ』が、 「 根本タントラ」から「続タントラ」へと

呼称が変更された時期と経緯の解明は、今後の課題となる凡例えば本書に対

するインドラナ ーラ注（インド撰述であることに疑惑が呈されている）が引用する

未知の「根本タントラ」なるテクスト
22

の存在に引きずられて、 後代、 場合

によってはチベットにおいて、 本占が「根本タントラ」の名称をこのテクス

卜に譲った結果、 「 続タントラ」へと名称が変更された可能性なども含めて検

討を要する
23

4 注釈

本書の注釈についての詳細については、 刊行予定のGSS本の序文に委ねた

21 チベットにおける大蔵経の編纂作業がその呼称の変更に関与している可能性がある。 1260-1270
年代に成書したチョムデンレルテイの目録(Schaefer & Kuijp 2009: 181, 18: 22 番）は、「無上喩伽」(rnal
'byor bla na med) の項目に、本書の題目 (sangs rgyas mnyam sbyor) を挙げ、カワペルツェクとチェ
タシにより訳された旨、 グ一訳師が述べる、 と紹介する。そこに「続タントラ」の名称はない。ー方、

プトゥンの目録では、ハ リンポチェの訳になる本書の根本タントラと続タントラの題名を記載する
(dpal sangs rgyas mnyam sbyor rtsa ba'i rgyud dang I rgyud phyi ma gnyis Iha rin po che'i 'gyur、
西岡 1529-1530番）。この13-14世紀の時期に呼称の変更が行われた可能性を検討してみる必要がある。

そして田中 2010: 333 n. 6 は、敦煙写本の中に本書の第5 章を対応する断片、言及、 関連記述があ
るというが、 本書を「続タントラ」と呼ぶ痕跡は見つかっていない（大英図書館 Stein 将来本、 IOL
Tib J 419.11)。Dalton & van Schaik 2006: 196f (IOL Tib J 454), 313 (IOL Tib 716) も参照。

なお蛇足となるが、 『秘密集会』のように最終章を続タントラと呼ぶ習わしが、 かつて本脅にも存
在した可能性も想像される（例えば本書の貝莱本は第9章で終了している）。
22 田中 1996: 196 など参照。本稿が扱う『サマー ヨ ー ガ・タントラ』とは異なる。 見える人にしか
見えないミステリアスな「根本タントラ」の存在を後付けで提示するのは、後期密教タントラの注釈
家たちの常套手段であり、本書のみに限ってみられる現象ではない。また 『サルヴァカルパサムッチャ
ヤ』の奥書には、同書が「1 万 8 千」 (khri brgyad stong pa, D367, 212a6—7) 詩節分の分量の 『サマー
ヨ ー ガ・タントラ』に碁づく旨、 言及する。 田中が指摘するように、この分量は現存する本書のサイ
ズの 18 倍ほどになる。
23 その時期は、上記の注でみたように、 チョムデンレルテイの目録において本書は「続タントラ」
と呼ばれていないため、 インドラナーラ注をテンギュルに入蔵させたロサル目録以降に、 その呼称が
発生した可能性がある。結論は保留し課題としたい。
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い。 以下には要点のみ述べる。 チベット大蔵経に含まれる本書の注釈は主に以

下のものがある。

①インドラナーラ、 dPal sangs rgyas thams cad dang mnyam par sbyor

ba mkha''gro sgyu ma bde mchog gi rgyud kyi don rnam par bshad

pa (D 1659, P 2531)

②プ ラム ―‘
タヴ ‘‘‘ ァイ アンュフ、 Sangs rgyas thams cad dang mnyam par

sbyor ba mkha' 'gro ma sgyu ma bde mchog gi'grel pa mnyam sbyor 

gyi rgyan (D1660, P 2532) 

③シャーキャミトラ／インドラブーティ、 dPal sangs rgyas thams cad dang 

mnyam par sbyor ba zhes bya ba'i rgyud kyi dka''grel (D1661, P 2533) 

④プラシャーンタミトラ、 Sangs rgyas thams cad dang mnyam par sbyor 

ba'i dka' 'grel (D1663, P 2535)

①のインドラナーラ (brgya byin sdong po) の注釈は、 上記注釈類の中では最大

の分量をもつ。 1305 年前後に成立したウ ーパ・ロサルの目録（旧ナルタン寺テ

ンギュル目録）の段階でテンギュルに入蔵しているが、 チベットで撰述された作

品ではないかとの疑いも呈されている丸②のプラムディタヴァジュラ (rah dga'

rdo rje) の作は、 作中でアーナンダガルバとプラシャーンタミトラの名前に言及

することから、彼らよりも後に成立したものとみられる汽③は奥書においてイ

ンドラブーテイの作とされるが、実際はインドラブーティから教えを授かった、

その弟子シャーキャミトラの著であることが指摘されている呪④の作者プラ

シャーンタミトラ (rah tu zhi ba'i bshes gnyen) は、 ジュニャーナパー ダの弟子と

24 田中 1996: 196、 田中 2010: 333-334、 Szant6 & Griffiths 2017: 368。 インドラナーラ注は、 ロサ
ル目録の中でも後補である第 19 章 (dpe dkon pa phyis rnyed pa、「後に得られた稀書」の章）の函
番号Mi において追加されている (Jampa Samten 2015: 107, no. 1416)。 なお、この人物の名 brgya
byin sdong po を「インドラナーラ」とする還元梵語は、 田中、 サントなどに従った。
25 Szant6 & Griffiths 2017: 368。D 1660, 40la3: rah zhi bshes gnyen dang I kun dga'snying po ni 
dkyil'khor sgom pa rdzogs (401a4) nas stong pa nyid kyi ting nge'dzin las bslang ba nas bskul par
'dod do II. この前後で龍樹、 インドラブーティ 、 ジュニャ ーナパーダ (ye shes zhabs) の立場も紹介
している (401a2-3)。
2s Szanto & Griffiths 2017: 368。
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もいわれ、 10世紀以降のテクストに言及しないことから、 9世紀頃の人物と予

想されている冗

本稿では、 紙幅の都合上、 主に② と④を参照する。 そして、 ①②④につい

ては第1章の各侶の注釈箇所の所在を一覧表にして、 本稿末の資料1に提示

した。

なお、 ア ーナンダガルバが本書への注を著したことは、マハーマテイデーヴァ

の『ヴァジュラパンジャラ』注における言及などに基づいて予想されているが、

見つかっていない 28。また、本書の続々タントラとされる『サルヴァカルパサムッ

チャヤ』に対するア ー ナンダガルバの注がチベット大蔵経の中に収録される

(D1662, P2534)。 その他の関連するア ーナンダガルバの作としては、 本書の儀軌

『ヴァジュラジュヴァ一 ロ ーダヤ ー』が梵本でのみ現存している呪

5 章立て

本書を構成する各章 (kalpa) には、 以下のような題名が付される。

第1章 最勝真実を明示して主題に入るための智のムドラーの章

第 2 章 吉祥金剛薩唾の喩伽の章

第 3 章 ー切女尊の集会による幸運の吉祥三昧耶の章

第 4 章 遍く 一切の最高の幸運の成就という吉祥三昧耶の章

第 5 章 説教のムドラーの智の章

第6章 ー切仏の集会たるダーキニーの曼荼羅の章

第7章 ー切曼荼羅のムドラーの智の章

第8章 ー切供養の集会の幸運たる吉祥三昧耶の章

第 9 章 遍く 一切の三昧耶の章

21 Szant6 & Griffiths 同。

2s Szant6 & Griffiths 同。 プラシャ ーンタミトラについては Szant6 2015: 54 7 も参照。

29 Isaacson 2009: 112-123、 Sanderson 2009: 147ff.、ljuin 2018 など参照。 その他の儀軌については

Szant6 & Griffiths 同を参照。
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第 10 章 （無題、 梵本欠 30
)
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各章の偶数については田中 2010、 Dhil;t 本、 GSS 本で異同があるが、 第 1-4

および8 章は、 各々 25 侶前後、 第 5、 6 章が 90 f易前後、 第 7 章が 70 イ局前後、

第 9 章が 540 偶前後あり、 第 10 章が 18 侶ほどである。 各章の章末に付される

奥付は下記の通りである（主に DhiJ:i 本によるが適宜訂正した）。

sarvabuddhasamayogac;!akinijalasa111varat paramatattvaloka vi�ayavatarajfiana

mudrakalpal,l prathamal,l 

sarvabuddhasamayogac;lakinijalasa111varac chrivajrasattvasa111yogakalpo 

dvitiyal,l 

sarvabuddhasamayoga幽inijalasa111varat sarvadevisamayogasubhagasrisamaya— 

kalpas trtiyal,l 

sarvabuddhasamayogac;lakinijalasa111varat sarvato-visvasubhagottama

siddhir nama srisamayakalpas caturthal,l 

sarvabuddhasamayogac;lakinijalasa111varat kathamudrajfianakalpal,l paficamal,l 

sarvabuddhasamayoga幽inijalasamvarat sarvabuddhasamayogac;lakinima9c;lala— 

kalpal,l�a�thal,l 

sarvabuddhasamayogac;lakinijalasa111varat sarvama9c;lalamudrajfianakalpal,l 

saptamal,l 

sarvabuddhasamayoga幽inijalasa111varat sarvapuj函amayogasubhag邸r1samaya

kalpo•�tamal,l 

(Dh1J:i 本は第 9 章の奥付を欠き、 10 章全体を欠<。 GSS 本は第 9 章の奥付を有する

がここでは割愛する）

30 チベット訳には「第 10 カルパ」とのみ記述され章題を欠く。 そしてその末尾には次のような奥
付がある。 le'u bcu pa'o II ... sangs rgyas thams cad dang mnyam par sbyor ba mkha''gro sgyu ma 
bde ba'i mchog ces bya ba'i rtog pa 11 rtog pa thams cad kyi'khor lo bskor ba chen po bde ba chen po 
rdzogs so II 
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6 第1章と題目の語義

本書は従来の仏典に見られる冒頭旬「如是我聞」以下を欠き、 テクストは

唐突に始まる。 第1章の要旨および題目の語義は、 サントらによって提示され

る叫第1章の内容は概ね3つに分かれる。

1-2 侶は、 金剛藉唾がsarvabuddha -samayoga-9-akini-jala-sa:rpvaraQ である

ことを説く 32。そして 3-17 イ局は本書の題目の後半 <;l.akini-jala-sa:rpvara の語を解

釈し、 18-25 イ局は題目の前半sarvabuddha -samayoga の語を解釈する。

このうち sarvabuddha の語は、 第 1章では複合語のなかにのみ登場し単独で

は見られないため、 文法的な数が単数なのか複数なのかは判然としない。 例え

ば 2.12b ではsarvabuddhair という複数形が出るが、 2.13c ではsarvabuddhaQ

という単数形が出るので、 双方ともの理解がありうる。 単数の場合は『真実摂

経』などに出る毘慮遮那仏としての「ー切如来」を指すと理解できる 33。 いずれ

かに統ーせずに両者の可能性を残しておきたい 34。 1.19-25 は「ー切仏の境地」

(sarvabuddhatva) が自己においてこそ完成する旨を述べる。 中でも 1.20—22 は、

自己の外部にある仏像との喩伽を真実ならざるものとして戒めるが、 この記述

は『十八会指帰』の第九会の言及と一致する汽

そして samayoga の語は、「自己と至高神との喩伽により、 自己こそを成就

すべし」 (1.24) と説くため、 sarvabuddh a -samayoga という語を、 ー切仏と自己

とが等しい存在として結合すること、 と解釈することも可能である。 ただし、

これら｛易頌にはこの語のもつ多義が示唆されているため、 訳語を一義的に固定

することは控えたい。 例えばsamayoga の語には、不空の訳したように「集会」

の意味もある。 本書 2.12d でも 「ー切仏の集会」 (sarvabuddhasamagama}:i) とい

う表現が登場する。

<;l.akini の語は、1.7-9 に説明される。 この語の要素を構成する動詞語根 9-ai は、

31 Szanto & Griffiths 2017: 370。またSanderson 2009: 156は、 この題目が、 散逸した2つのヴィドヤー

ピータ系のシヴァ派の聖典、 すなわち Sarvavirasamiiyoga と Piikinijiilasa,rzvara に範を取った可能

性を指摘する（種村氏のご教示による）。
32 アバヤーカラグプタによると、 「果のタントラ」としての持金剛にほかならない、という。（資料2】

参照。
33 Szant6 & Griffiths 2017: 370。
34 後代の『ア ームナーヤマンジャリ一』は複数で理解する（【資料2】参照）。
35 福田1974。
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「虚空を行くこと」 を意味し、 「その歩みが全虚空に行き渡る悉地」 を指すとい

う（【資料2】も参照）。 jala の語は 「幻」(ma.ya) の意味をもつと説明される (1.3—5)。

saiµ-vara または saiµvara の語は (s/s は音価が通じるとする）、 まず 「大楽」

(mahasukha) を意味すると語られ、 そして、 あまり明確ではないが、「ー切の幻

における諸実践による抑制／正しい力」(sarvamayaprayogms sarp.vararp.)(1.10) を

意味することも菫ねて語られているようである。 つまり、 saiµvara という一語

に対して、「最勝楽」(sarp.-vara) という意味と、動詞語根 vr から派生した「遮断」「抑

制」 (sarp.vara) との両義が重ねられているといえる。 このうち 「抑制」の意味に

ついては、「楽」 (sarp.) を 「諸々の罪悪から取り出して遮断する／守る」 (avadyebhyo

bahir;;krtya vmoti) と理解する後代の例もある （【資料2 】 110r3参照）。

以上のように、 本書の理解に沿うならば、 sarvabuddha-samayoga-gakini

jala-saiµvara をただ一つの意味で翻訳することは困難である。 本稿で示す訳語

は、 その中の一つを取り出した仮の訳にすぎない。 また本書の第10章にもこ

の題目の意味に触れる記述があり、 今後あわせて検討する必要がある。

7 題目の語義を理解するための補助資料

本書の題目の語義を理解するためには周辺のタントラ注釈文献類が有益な

資料となる。 中でも 『ア ームナー ヤマンジャリ ー』 第3章 (8kt. Ms. fol. 108v5-

lllr3) はこれを詳細に説明する 36。同書は『サンプトードバヴァ』の注釈だが、『サ

マー ヨ ー ガ』(1章では2cd, 5cd—8ab, llcd, 13) との平行｛局を注釈するため、 間接的

にそれらの注釈が得られる。 その梵文テクストと訳は参考資料として本稿末尾

の資料2に提示した。

そこでは題目について3通りの解釈が提示される。 つまり、§1「ー切諸仏と

の結合を有する者であり、 かつダーキニーとジャ ーラ （般若と方便） とに基づき

最勝楽 （または楽の庇護） を有する者」、§2 「ー切仏の結合によってダーキニ一

の集合と一体化するもの」、§3 「ー切諸仏との結合によってダーキニ一たちと

いう幻を持つ者であり、 かつサンヴァラなるもの」である(§1~3は【資料2】参

照）。 順次、 了義の解釈、 未了義の解釈、 第三の解釈とされる。

36 およそ3種類の異なる解釈が並べて提示される
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また同書のダーキニーの語義説明は、ラトナーカラシャーンテイの『グナヴァ

ティ 一』 の一節を下敷きにしており、 それは前者の内容理解のための必須の資

料であるため、 その梵文と訳を【資料3】に提示した汽

ただし『アームナーヤマンジャリ ー』 が示す解釈は、 『サンプトー ドバヴァ』

の注釈としての立場をとっているため、 そのすべてが本書の理解に直接役立っ

とは限らない。 そのため、 本書の和訳に際しては参照するに留めた。

また他書をみると、 例えば本書の題目の語義のうち c_lakini-jala-sarpvara に

ついて、 ラトナーカラシャ ーンテイの『ムクターヴァリ ー』 は、「ダーキニ 一

たちの、 ジャー ラ、 つまり輪（会座）、 それを通じたサンヴァ ラ、 つまり最勝の

楽である」と説いて、 その語義と複合語について分析する （【資料3】参照）。 つ

まり c_lakini-jala-sarpvara を 「ダーキニ 一たちの会座を通じた最勝の楽」とい

う意味で理解する 38。 そしてプ ラシャーンタミトラは 『金剛場荘厳タントラ』 注

においてこの題目の語義を 「ー切仏による顕示 (gsal bar byed pa) とダーキニ一

たちの集合 (tshogs) とを本質とする最勝の楽」と解釈する呪

8 第1章と『理趣広経』

本書と『理趣広経』 (Paramadya) と本格的な対照研究は今後の課題だが、 そ

の一部を紹介しておきたい。 たとえば本書第 1 章の 12-15 イ局は、『理趣広経』「真

言分」第 8 章の 4 つのイ易と関連している。 以下順に『理趣広経』 と本書の対応

｛局を並記する。 『理趣広経』のイ局は次の通り（訳文は大正大学密教聖典研究会による）。

逝切に、自身の心を観察することを始めとする仏の菩提［を本質とする者］

となるべし。 彼はまさに、魔であり、仏であり、金剛を手にする者であり、

偉大な持金剛である。

まさに彼は、如来部であり、偉大な金剛部であり、清らかな蓮華部であり、

37 『ア ームナーヤマンジャリ一』においてダーキニ ーの語は、「虚空を行くことにより遍く行き渡る

者」 、 または「所縁なき智を自分のものとする習性をもつ者」の意味で解釈されている。 前者はラトナ一

カラシャーンティ 、 後者はバヴァバッタの理解に各々拠っている。【資料 2】fol. 109v5 以下を参照。
38 『ムクターヴァリ ー』 p. 143.15-16 (on Hevajra 2.2.61): �iikininiirµjiilarµcakrarµtena sarµvararµ
sukharµcaran (read: vararµ).
39 D2515, 351a5—7。
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すばらしい摩尼部と言われる。

まさに彼は、 貪 欲かつ離欲 であり、 愛欲［の亨受］によって解脱し 、 三時

であり、 三有たる三最上であり、 三世であり、 三界 である。

彼はまさに 、 全ての動かないもの （世間）の最勝者であり、 固く堅固 であ

り、 大摩尼であり、心のはたらきによって動くもの （有情世間、 有為） であ

り、 あらゆる 行為をなす者であり、 全て である呪

『サマー ヨ ーガ』 1 章 12-15偶(GSS 本に従う）：

これ (asau、 つ まり幻）は、心 、衆生（行者）、 三昧であり、 種々なる菩提行、

魔 、 魔を征する者、 菩提、 仏となる。

［ またこの幻は］金剛、 持金剛、 蓮華 、 持蓮華者、 宝珠、 持宝珠者、 そし

てそれら （六種）の族となる。

同じそれ（幻）は貪かつ離貪 であり、これは欲かつ解脱となる。それは、三時 、

三有、 三頂、 三世、 三界となる。

これ （幻）は、ー切の不動なるもの で 、一切の種々なるものとなる であろう。

これは、 いっでも遍く一切の動＜ものとなる。

これらは『理趣広経』と本書とのつながりを示す貴璽な手掛かりとなる。『理

趣広経』 では、 自心 (rang sems) が 、 時には相互に矛盾するあらゆるものになり

うることを説く。 いっぽう本書は、幻 (ma.ya) がそれになりうることを説く。『理

趣広経』にはアー ナンダガルバによる浩瀬な注釈『プラジュニャ ーパーラミトー

ダヤ ー』 (*Prajnaparamitodaya.41 Srzparamadyatzka, D2512) が存在する。 それを通

40 チベットテクストは同研究会の校訂本にもとづく。 D488, 186b5-8: rang serns so sor rtogs sogs 
ni II sangs rgyas byang chub cho ga bzhin II bdud ni sangs rgyas rdo rje can II rdo rje'chang chen 
de nyid yin II de nyid de bzhin gshegs pa'i rigs II de nyid rdo rje rigs chen po II de nyid pad rna'i 
rigs dag pa II de nyid nor bu'i rigs darn pa II de nyid chags dang chags bra! ba'i II'dod dang 
thar pa de nyid yin II dus gsurn srid gsum rnchog gsum dang I'jig rten gsum dang 
khams gsum pa II mi g -yo tharns cad rnchog de nyid II brtan zhing snying po nor bu che II rgyu 
ba serns kyi'du byed thabs II tharns cad byed pa tharns cad nyid II とくに太字の箇所は『サマー ヨ ー

ガ』1.14 とほぼ一致する。
41 チベット語 Shes rab kyi pha rol tu phyin pa'byung ba から想定したサンスクリット。
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じて間接的に、 本古のイ局（『理趣広経』との平行低） についての彼の理解を知るこ

とができる見

9 和訳について

以下に試みる和訳は、 基本的に Dhil}. 本を用いた。 ただし Dhil}. 本の読みに

間題のある箇所はそれを採用せず、 GSS 本の読みに従った（但し 1.llab 句は

Sarrzputa 1.3.7ab によって訂正）。 GSS 本は未刊行であるため、 読者の便宜を図る

ため、 当該の文言の原語を訳文中に丸括弧内に下線を付して提示し、 読み方の

違いを注記した。 例、 (ekaivadhidaivatah)。 但し2本において読み方が同ーであ

るならば、 それが複合語か否かの違いがあるとしても逐一注記せずに妥当な形

を提示した。 Dhil}. 本の連声の不備についても逐ー指摘しない。 各々の読みに

ついての、 具体的な根拠については、 刊行予定の GSS 本に委ねる。 第1章の

中で他のテクストと共有されるイ局については、 GSS 本において網羅される予定

であるため、 本稿では割愛した。

必要に応じて、 プラシャ ー ンタミトラとプラムディタヴァジュラの注釈にお

ける理解を注記に示した。 訳文中の角括弧は文脈上補った言菓を示す。 丸括弧

は補足的説明を示す。

和訳

1.1 

秘密かつ最勝にして喜ばしい全存在 “ に (sarvatmani) 常に立脚し、ー切仏からな

る (sarvabuddhamayaJ:i) 薩唾（勇者）たる金剛薩埋は、最勝楽 (pararp sukharp) である。

1.2 

42 D2512, 122al—123a4。
43 あるいは「遍在しているもの」や「あらゆる存在におけるア ートマンを持つもの」とも訳しう
る。 プラシャー ンタミトラ注 (D 1663, 59b3-4) のよると sarvatmani は「楼閣」を意味する。 バ
ヴァバッタの『チャクラサンヴァラ』注も同様の解釈を示す (sarve9u sthiracaladi9v atma yasya tat 
sarvatma kii固garam, Bang 2019: §3.5.3)。 本1局前半句は『チャクラサンヴァラ』1.2cd と平行する。
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彼は、自生尊（独存者）であり、唯一の至高神にして (ekaivadhidaivatah)44、 ー切仏

との結合を通じたダーキニ ーの網からもたらされた最勝楽である (sarvabuddha

samayoga\lakinijalasarpvara�)。

［ダーキニ ー ジャ ーラ・サンヴァラの語義］

1.3 

［それは］貪としても、 離貪としても、 中間としても認識されない。 この一切

の女性の幻 なるムドラ ー er刻印するもの／喜悦を恵むもの」 45) は、 不二なる最高

乗である (advayam yanam uttamam)46 
0 

1.4 

あらゆる幻のなかでも (sarvasam eva mayanam) 女性の幻は格別である(pravisir;;yate)。

というのは、 それ（女性の幻）は本来的に、［因縁の］威力を通じて、自らの本

質として (svabhavataQ) 完成しているからである。

1.5 47 

それ（女性の幻）によって、 女性 たちはこの三界において尊璽されるべき者と

なる (upayanti hi/
8。悪行の女性たちで さえ、ー切による獲得たる安楽の宴によっ

て (sarvalabhasukhotsavai]:i)
4

9 成就する汽

44 GSS 本の読み ekai頭dhidaivatal_i を採用する。蔵文 gcig tu rah tu che ba'i Iha ともよく一致する。
Dhil_i 本の eka caivadhidevata という読みは採用しない。
45 ムドラーの語義 (mudrayati, mudaq, rati) については、『アームナーヤマンジャリー』の関連記
述による。【資料2】参照。 プラムディタヴァジュラ注 はこの「ムドラー」を、 「カルマムドラ一 、 ダ
ルマムドラ一、サマヤムドラ一、 マハームドラー」の4つからなると解説し、「幻なるムドラー」を「止
観の旗観を生み出す原因の総体である」と説明する (D1660, 390hl—2)。
46 Dhil_i 本 1.3cd: sarvastrimayamudreyam ayaq, advayanuttam という読みは採用しない。 和訳は
GSS 本および蔵文 (bud med kun gyi sgyu ma'i rgya II 'di ni gnyis med theg pa'i mchog II) に従った。
47 1.5c—8b, 13 については『アームナーヤマンジャリー』の注釈が得られる。【資料2】参照。
48 Dhil_i 本の upayanti は採用しない。
49 この語の『アームナーヤマンジャリー』の理解については【資料 2】を参照。そこにおいて utsava
に つ い て は、 uttarottaranubandhina utpadas と釈 す。 本書第 3 章には、 sarvayogasukhotsaval_i、

sarvasiddhisukhotsaval_i、 sarvaisvaryasukhotsaval_i と い った表現 がみら れ、 9.361d に は
paficakamagur:,otsaval_i ともいう。 なお utsava には「高まり」の意味もある。 labha には「楽しみ」
の意味もあり、『アームナーヤマンジャリー』は官能的享楽の意味として理解する。
50 Dhil_i 本は sidhyante を siddhyante とする。以下にも同様の例が現れるが言及は割愛する。



(76) 

1.6 

［女性たちは］ 一切の女性の幻を通じて、 自身の姿の転変によって (svariipa

parivartanail,i/
1 成就する。 非サンスクリット言語に準じて (milicchaya.)

5
2、 こ

の（血皿）
5
3 多様で美しい幻たる (vicitramaya)

54 ムドラ ーはダーキニ ーといわ

れる。

1.7 

これ (9akin1 という語）における（吐四動詞語根 (dhatur) である c;Ia朽は、 「虚空

を行く」という意味において (vaihayasagamaneJ
56 [使用されると］考えられてい

る 5
7。 その歩みが全虚空に行き渡る悉地が (siddhir)、ダーキニーである、と広く

知られている汽

1.8 

ダー キニ ーは、 遍く 一 切の最勝楽によって、 遍く 一切のムドラ ー であり

(visvamudra.)59、 ー切仏との結合 (sarvabuddhasamayogo) である、 と広く知られて

いる。

1.9 

［動詞語根] c,lai は、「虚空を行くこと」という意味において (vaihayasagamane)60、

51 蔵訳は、 「あらゆる」という語を挿入する。
52 miliccha については以下を参照。 Amniiyamaiijari, 8kt. fol. 113v3: mlecchaya bhagavataJ:> sal]lketena 
（【資料 2】) ; Yogaratnamiilii (Snellgrove 1959: vol. 2, 121.4): choma miliccha yogininiil]l sal]lketenabhi
samayajalpanal]l. 
53 mudreyal]lをDhiJ:> 本は mudreyaと読むが採用しない。
54 DhlJ:> 本の読み vicitramaya は韻律破綻のため採用しない。
55 DhlJ:> 本の読み c;le は採用しない。 以下にも同じ例が現れるが言及は割愛する。
56 DhlJ:> 本の読み ,;le vihayasi gamane は na-vipula に相当するが、 第 2-4 音節（長短長または短長長）
の規定と一致しない。 また GSS 本の読み c;lai vaihayasagamane も同じく 一致しない。
57 Cf. Dhatupatha (Bohtlingk 1887) 1.1017: c;lln vihayasa gatau; Candravyakara1.1a Dhatupatha 1.487: 
c;lin akasagamane, 4.85: c;lin gatau (Liebich 1902: 15*, 24 *). 
58 atra、 siddhir は GSS 本の読みによる。 各々に対応する Dhll:> 本の読み buddha-、 siddhil]l は採用
しない。
59 DhlJ:> 本の読み visvamudral]l は採用しない。
60 1.7a と同様、 上記参照。
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仏の根源要素 (buddhadhatur、 仏性）であると考えられている。 ー切仏を自己と

するダーキニーは、 ー切に行き渡る悉地である。

1.10 

[saipvara という語のJ sam とは、安楽 (sukharp.) のことであると広く知られる。

つまり一切仏の大楽 (mahasukham) である。 また (tu) 一切の幻 における諸実践

によって (sarvamayaprayogais)、 正しい力／抑制 (sarp.varam) があり、 それを通

じて最勝楽 (sarp.vara) がある 61。

1.11 

これ（幻）は、 どこでも、 あらゆる点で、 完全に、 あらゆる仕方で、 いつでも、

自ずからのものであるので、 ー切仏を始めとする不動なものと動なるもの（つ

まり器世間と有情世間）からなる万物 (sarvabuddhadisthiracalam sarvabhavam)62 に

なる。

1.1263 

これ (asau、 幻を指す）は、 心（叫控則、 衆生（行者）、 三昧であり、 種々なる菩

提行 (bodhicarya vicitrada)、 魔 (maro)、 魔を征する者 (marajayi)、 菩提 (bodhir)、

仏になる凡

1.13 

［またこの幻は］金剛（匹四則、 持金剛、 蓮華、 持蓮華者 (padrnadharas)、 宝珠、

61 saIJ1vara/saIJ1vara という語に二義（最勝楽と正しい力／抑制）を重ねて読み込んでいると理解し
た。『ア ームナー ヤマンジャリ ー』によると、 「抑制」の意味を性喩伽の文脈でも説明する。
62 GSS本の読みに従う。 対応する『サンプト ー ドバヴァ』1.3.7ab の読みは sarvabuddhiidisthira
calasarvabhiivo とあり 、 この主格形は定動詞 bhavati と合致するため、 古典梵語としては正しい。
GSS 本では、これの対格形を bhavati の目的語のように用いており 、 古典梵語としては適切でないが、

Aisa の語法と理解して、これに従う。『アームナーヤマンジャリ ー』の注釈は資料 2 を参照。 DhiJ:i本
は sarvabuddhiidi sthiracaraIJl sarvabhiivaIJl とするが採用しない。前半旬は 9 音節ある。
63 1.12-15 は、 『理趣広経』「真言分」の一節 (D488, 186b) と関連している。本稿序文を参照。
64 GSS本の読みである cittaIJ1、 rniiro rniirajayi、 bodhir について、 Dhil:i 本は citta- 、 rniiriiQ.ariipi、
bodhiーと読むが採用しない。 プラムディタヴァジュラは「仏、 菩提」を四族の諸仏を自体とするもの
と解釈する (D1660, 392a2)。
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持宝珠者 (manidharas) 、 そしてそれら（六種）の族 65 になる汽

1.14 

同じそれ（幻）は貪かつ離貪であり、 これは(asau) 欲かつ解脱と なる（歴四)

四蜘）6
7
。 それは、 三時、 三有（生有・中有・死有）、 三頂 (tryagras/8 、 三世、 三

界になる69。

1.15 

これ（幻）は、 ー切の不動なるもので、多様で種々なるもの (vicitravividho)とな

るであろう。 これは、いっでも (sarvada) 遮く 一切の動＜ものとなる(jangamary.)'0。

1.16 

そして (tu) この如きものは(evamadvas) 、 終わりも始めもなく (anatagra.)
71 、 法界

65 『ア ームナーヤマンジャリ 一』はこ の六族を、金剛界の五仏と金剛薩唾の都合六尊として 理解す
る（（資料2】参照）。プラムディタヴァ ジュラはこれら六族を 順次、 金剛薩埋族、 ヘールカ族、 蓮
華舞自在族、 業族、 金剛 宝族、毘慮遮那族に対応すると解釈 する(D1660, 392a3-4)。プラシャ ー ン
タミトラは、12 i島の「魔」を金剛薩埋 、「心、菩提、 仏」を毘慮遮那とし、13イ局 の「金剛」以下の
六者については順次、「五智を自体とする 五鈷の念怒金剛」「持金剛」「妙観察智を自体とする 本性清
浄なる法性の本質」「蓮華舞自在」「平等性智を自体とする八片の宝」「金剛日」 と配当する(D1663,
62a3-5)。
66 GSS本の読みである vajralJl、 padmadharas、 maQidharasについて、DhiJ:i本はvajra-、padma
dharalJl、mal)idharalJlと読むが採用しない。
67 変幻 自在な 「幻」が、 欲望と解脱という対立概念すら併存せしめ るという ことを意図していると
理解した。

68 「三頂」(tryagras) についてインドラナーラ注は 「梵天、 ヴィシュヌ、帝釈」を挙げる(D1659,
258b4:'jig rten gyi gnas mchog tu gyur pa'i tshangs pa dang khyab 'jug dang brgya byin gyi ngo bor 
yang bzhugs so)。 これと平行する『理趣広経』の1局について、 そのア ーナンダガルバの注は次のよ
うにいう。「『三有』というのは、三兄弟のあり方を通じて衆生の利益をなすからである 。『三頂』と
いうのは、 その同じものについての、 特殊な別名である 。」(D2512, 122b7: srid gsum zhes bya ba ni
ming po gsum gyi tshul gyis sems can gyi don byed pa'i phyir ro II mchog gsum zhes bya ba ni de 
nyid kyi ming gi khyad par gzhan no 11)。三兄弟とは理趣経系の注釈 では、マドゥカラ、ジャヤカラ 、
サルヴァ ールタサ ー ダカラの三者 を指し、 それらは梵天、 ヴィシュヌ、 シヴァに対応するという。三
兄弟の詳細は高橋2010: 69 を参照
69 GSS本の読 み で あ る asau、kamo mok�o、tryagrasに つ い て DhiJ:i本 は、 api、 kama mok�a、
trigraと読むが採用しない。
70 GSS本の読みである vicitravividhoと sarvadaについて、 DhiJ:i本はvicitra vividha、 sarvadoと
読むが採用しない。
71 プラシャ ー ンタミトラの注釈によると、「『終わりも始めもなく』とは、 始まりと終わりに限り が
ない ことである」(D1663, 62b3: mtha' yas mchog ni thog ma dang mtha'thug pa med pa'o) という。
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と等しく比類がない (dharmadhatusamasamah)72。 これ（幻）は、 虚空界のように

限りの無い万物 (akasadhatvaparyantarµsarvabhavarµ) になる 73
0 

1.17 

全虚空の空間において (sarvakasavakase)八吉祥金剛薩唾たる如来が存する。［そ

してそれが］ 一切仏との結合を通じたダー キニーの網からもたらされる最勝楽

である冗

［サルヴァブッダ・サマ ー ヨ ー ガの語義］

1.18-19 

幾阿僧祇劫をかけても得られない (aprapyarn/6
ー切仏の境地が、 そのムドラ 一

の儀軌に従うと、 ほか ならぬ今生で得られる (sarvabuddhatva111 prapyatehaiva 

janmani)77、 そのような、 ー切仏を自己とする最勝楽を、 私は示そう (kalpa

yii;;yami)。 ー切仏を自己とする最勝楽は、究極的に自己を完成に導くものである。

1.2078 

非真実への志をもって専念する者たちにとって (atattvasavavoganarn)79、 尊格を

所縁とする際、 似姿から成る (pratibimbamayo)8° 喩伽が鋳物（つまり仏像）など

において (ni1?iktadi1?u) 生じる。

12 GSS 本 の 読 み evamadyas と dharmadhatusamasamal;i に つ い て Dhll;i 本 は evamadyam と
dharmadhatul;i samasama と読むが採用しない。
73 GSS 本は akasadhatvaparyantal]l sarvabhaval]l bhavaty asau し 、 Aisa の語法として理解して
これを採用した。 上記の 11 偶と同様、 古典梵語としては akasadhatvaparyanta-sarvabhavo bhavaty 
asau という表現に対応する。 Dhil;i 本は akasadhatvaparyantal]l sarvabhaval]l bhavaty asau とする
が採用しない。
74 Dhll;i 本の読み sarvakasavakasa は採用しない。
75 ,;lakinljala について、 虚空遍満という意味で理解している。
76 Dhll;i 本の読み a prapya は採用しない。
77 韻律の理由で二重に連声が適用され ている (double sandhi)。 古典文法における語形は prapyata
ihaiva janmani である。 25 侮も参照。
78 20—22f局は『十八会指帰』の第九会の記述と一致する。『十八会指帰』（大正 18 巻 286cll-12) 「此
中説立自身為本尊喩伽。 詞身外主形像喩伽者」。 福田 1974 および本稿序文「本書の位置づけ」を参照。
79 Dhil;i 本の読み anantatyantayoganal]l は採用しない。
so Dhil;i 本の読み pratibimbamayaーは採用しない。
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1.21 

勝れた真実への志をもって専念する者たちには (sutattvasayayoganarni81 、 尊格

を所縁とする際、 自己の喩伽にして、 自身の三昧耶たる、 最勝不壊なるものが

成就する。

1.22 

鋳物（仏像） などの似姿において (pratibimbe9u ni9iktadi9u)、喩伽は（匹胆い翌 生じ

ない。 それゆえ（坦坦入菩提心に、懸命に努力することに基づいて (-mahodyogad)、

喩伽者たちは尊格たちとなる見

1.23 

この菩提心は、金剛であり、自己の一切仏の境地である (sarvabuddhatvarnJ84。 そ

れゆえ、 完全な自己との喩伽によって、 ー切仏の境地を得る。

1.24 

ほかならぬ自己こそが、 ー切仏の境地であり、 そして一切勇者（菩薩） の境地

である。 それゆえ、 自己と至高神との喩伽により (sviidhidaivatayogena)85、 ほか

ならぬ自分が (atmaiva) 成就すべし。

1.25 

これ（喩伽）によって、ー切仏の境地と、ー切勇者の境地と、ー切持金剛の境地が、

ほかならぬ今生において成就する (sidhyatehaiva janrnani)86 
0 

このように世尊吉祥金剛薩唾は仰った。

Bl Dhll) 本の読み sa tatvasayayoganatp は採用しない。
s2 Dhll) 本の読み yoga は採用しない。
83 GSS 本の読み tena、 mahodyogad は、 Dhll) 本では tvena、 -mahadyogadとあるが採用しない。
84 Dhll) 本の読み sarvabuddhasvam は採用しない。
85 GSS 本に従う。Dhll) 本の読み svadhidevatayogena は採用しない。なお svadhidaivata は「自分
自身なる尊格」とも訳しうる。

86 韻律の理由によりここでは二菫に連声が適用されている (double sandhi)。古典文法における語
形は sidhyata ihaiva janmani である。18偶も参照。
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『サルヴァブッダ•サマー ヨ ー ガ・ダーキニージャ ーラ・サンヴァラ』の中から、

最勝真実を明示して主題に入るための智のムドラーの章 (kalpa)、 第ー、 了。

【資料 1: 第1 章注釈箇所対照表】

下記は本書第 1 章の、 インドラナ ーラ (Dl659)、 プラムディタヴァジュラ

(Dl660)、 プラシャ ー ンタミトラ (D1663) の各注釈における各偶の釈文の所在一

覧である。 1-17 {局前半旬までを共有する『金剛場荘厳タントラ』に対するプラ

シャ ー ンタミトラの注 (D2515) の対応箇所もあわせて掲載した（本稿序文第 2節

参照）。

侃 D1659 D1660 D1663 D2515 

序 245al—248b6 389a5-b6 58b5—59a7 

1 248b6—250b5 
389b6—390a7 

59a7-b4 351a3—5 
2 250b5—252b7 59b4-60al 351a5—7 
3 252b7-253bl 390a7-b3 60al-bl 351a7 
4 253b7-254a7 390b3-b5 60bl-4 351a7-b2 
5 254a7-b6 390b5—39la2 60b4—7 35lb2-3 
6 264b6-255a3 391a2-4 60b7-a3 351b3 

7 255a3-b4 391a5—6 61a3-4 
8 255b4-256al 391a6-b2 61a4-5 351b3-4 
， 256al—7 391b2—3 61a5—7 

10 256a7-b6 391b3—5 61a7-b3 
11 256b6-a3 391b5—7 61b3—5 351b4-6 

12 257a3—258a4 392al—3 61b5—62a4 
13 258a4—7 392a3-4 62a4-6 

35lb6—7 
14 258a7—259a6 392a4-6 62a6-b2 

(vv. 1.12-16ab 
15 (vv. 14-15ab) 392a6—7 62b2-3 対応箇所）

I 
259a6-b2 

16 (vv. 15cd-16) 392a7-bl 62b3-4 

17 259b2—5 392bl—2 62b4-6 

18 259b5—260al 392b2—3 62b6—7 
19 260al-4 392b4 62b7-63al 
20 260a4-b2 392b4-6 63al—3 

21 260b2—5 392b6—393al 63a3-4 

22 260b5-26la2 393al—2 63a4-5 

23 26la2—6 393a2—3 63a5—7 
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□二
26lb7—262a5 

393a3—5 
63a7-bl 
63bl—2 
63b2-4 

【資料2】『ア ームナーヤマンジャリ ー』における『サマー ヨ ー ガ』注釈箇所
(4.7cd, 1.5c—Sb, 1.13) 

下記は 1120 年頃（ラ一マパーラ王第 37 年目）に完成したアバヤー カラグプタ

の 『アームナーヤマンジャリー』の中の、 本稿の内容と関連する箇所について

の梵文テクストとその試訳である 87。 同書は『サンプトー ドバヴァ』に対する注

釈である。『サンプトー ドバヴァ』 は『サマー ヨ ーガ』 から複数のイ局を取り込

んでいる。そのため、それらの低の中から、本書第 1 章に関連する部分を抽出し、

その注釈文を回収した。両者の平行偶についてはSzanto 2016 を参照した。

特に本書第1章21局後半旬(4章7 {易後半旬と 一致）は、 本書の題目をそのま

ま提示する。 本書の題目は、 いくつかの解釈の仕方が可能であり、 同注釈文

は、 その理解の一助となる。そのうちダーキニーという語の分析についてはラ

トナー カラシャーンテイの『グナヴァティ 一』の記述を下敷きにしているので、

当該箇所は【資料3】に示した。

また、『アームナーヤマンジャリー』からは、第 1 章 5 イ局後半旬から 8 偶前半句、

また 13 イ局についての注釈も回収されるので、 あわせてその梵文と和訳とを提

示する。途中に挿入される本書第4章に対応するイ易の注釈については割愛した。

写本は梵文と蔵文のバイリンガル写本であり、 梵文は奇数行、 蔵文は偶数行

で交互に記される写本である。 その中から梵文のみを抜き出したため、 表記す

るのは奇数行のみである。梵文において太字はイ易頌の文言を示す。また偶頌は

写本には記されないため、 Skorupski 1996 から抜き出して下記のテクストに挿

入した(GSS本によって訂正した場合はその旨を記した）。 テクストの綴り字や連

声は適宜標準化し、 分節記号やアヴァグラハは適宜添削した。 チベット訳では

D1198, 37b7-40a4 に対応する。

87 梵本の詳細については苫米地 2017を参照。
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Amnayamaiijar'i

(fols. 108v3-lllr5, 112v5-115r5) 

[Samiiyoga 1.llcd +1.2cd] 

(sarvabuddhadisthiracalasarvabhavo bhavaty asau I 

sarvabuddhasamayoga(iakinijalasaT{lvara[z II) 88 

(83) 

(108v3) evam ayarp catu!;ikayatma bodhicittavajr的sarvabuddhabodhisattva

disthira(108v5)calasarvabhavasvabhavo89 bhavati I svacittavyatiriktanarp 

hi sthirar:iam apy abhava!;i90 I 

[§1] ko'sav evam ity aha-sarvetyadi I [§1.1] sarvabuddha (109rl)

adar s a d i jfian arup a vairoca n a dayal;i, t a il;i s aha sunyataikarasa

jfian amrtamaya tay a s arva  b u d d harupa t v e n a  j a g a d ar tha009r3)m 

avirbhutasya vajrasattvasya samayogo mahasukhamayyarp trayodasyarp 

vajradharabhumau milanarp yasya I 

[§1.2]91 sa92 ca <;Ianarp軸，93 C109r5l akasagamanam94 I <;Iasabdat trtiya I 95 ak

ag kutilayarp gatau I 96 atra sarvato-gamanarp kutila gatil;i I <;Ia akiturp97 silam 

asya iti I (109vll rddhyaparimitakayair yugapat sarvato-gaminity arthal;i I 

kvacid anyatra vajragrahar:iarp bahya<;lakinivyavacchedartham I (109v3) 

BB SaT[lputa 1.3.7 "'Samayoga 4.7 "'Samayoga l.llcd + l.2cd. 
B9 sarvabhiivasvabhiivo] em., savabhasvabhavo Ms. Tib. dngos po thams cad kyi rang bzhin. 
, 0 abhaval).] em., abhavatvat Ms. 但し abhiiviitと訂正することも可。
91 この一段は『グナヴァティ 一』の記述が下敷きとなっている。【資料 3 】参照。
92 saは samiiyogal). を指すか。 但 し『グ ナヴ ァティ 一』によると c;lai を指すか。あるいはた
とえば次のような 一 文が脱落して い る可能性もある。 sa ca c;lakinyas casau iti sarvabuddha
samayogac;lakinyal).. 
93 d曲は単音節 a語幹名詞の単数•主格形を表す。
94 Cf. Dhatupatha (Bohtlingk 1887) 1.1017 c;liil vihayasa gatau; Candravyakara1.1a Dhatupatha 1.487: 
c;liil akasagamane, 4.85: c;liil gatau (Liebich 1902: 15*, 24 *). 
95 この場合の曲は単音節a語幹名詞の単数・具格形を表す。
os Dhatupatha (Bohtlingk 1887) 1.829-830. Candravyakara1.1a Dhiitupatha (Liebich 1902: 17*) 1.534.
97 連声を滴用すれば c;lakitu111となる。曲は単音節 a語幹名詞の具格形。



(84) 

vajras98 ca ta ll埓prapaficajfianamayyo <;lakinyas ceti vajra<;lakinyarthat I 

atraivarp sarvato-gatyaiva vyavaccheda (109v5) ity akutam I 

atha va <;laturp niralambanajfianam atmikarturp 釘lam asya iti <;layini, 
99 nairukte ki sati dakini I 100 

曲kini prajfia sunyata (110rl), jalam upayal.J. karui:ia, tabhyarp sarp 

sukharp varam utkri?tarp yasya, ni$prapaficatva-mahattva-nirantaratva

niravadhikala(l10r3)vasthayitvotkar$ais101 I tad avadyebhyo bahi1?krtya vmoti 

veti102 dak'―j
―

l m1 a asamvaras ca nitarthe I

[§2] neyarthe tu sarvabuddhasamayogena (110r5) rupaskandhadirupavairo

canadimilanena, <;lakinyo'dhyatmarp rajorupa va na<;lyo va tasarp jalarp103

samuha}:i., tat bhagavan sukratma (llOvl) milanena sarpvmoti niravarai:iamaha

sukhaikarasikarotiti c;lakinijalasarpvaras ca I

[§3] atha va sarvabuddhasamayogena mai:i<;lalacakre vairocanadimilanena 

(110v3) dasasu dik$V akasagamanasandarsanasila.104 c;Iakinyo jalarp ma.ya

yasya I

kf}iirakanayadambhe ca (110v5l 

98 vajrM] em., vajras Ms 

jalaqi vrndagavak�ayo], 

99 nairukte] em., nairuktai Ms. Cf. Tib: nges pa'i tshig la. 
rno c;lakini I] em., om. Ms. この一節は次のテクストに基づく（房氏のご教示による）。 Bhavabhatta,
Cakrasarrzvaravivrti: c;latuIJ1 niralambanaIJ1 jfianam atmlkartuIJ1 silam asya iti c;!ayinl, nairukte 
kakare c;lakinlti syat. See Bang 2019, §3.4.1 
101 nirantaratva-niravadhikalavasthayitvotkar�ais] em., -niruttaratvaniravadhikalavasthayitvaut
kar�ai!J Ms. Cf. Tib: rgyun mi'chad pa nyid dang mthar thug pa med pa'i dus su gnas pa nyid mchog 
102 この一節は次のテクストに基づく。 Bhavabhatta, Cakrasarrzvaravivrti: c;lakini siinyata. jalam 
upiiyam. (...) tiibhyiil]1 saIJ1 sukham avadyebhyo bahi�krtva Vfl,lotiti c;lakinijalasaIJ1varal;i. See Bang 
2019, Text§3.4.2. 
103 jalaIJ1] em., jala Ms. 
104 akasagamanasandarsanaslla] em., akasagamane sandarsanasila Ms. 
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ityuktel) 1 05 I hastyadimayavad 1 06 aki?obhyaditathagatanarµ101 striya.108 

vineyajanavarjanaya gauryadivajradevirupamaya(lllrlldarsanat I 

sa ca samvar函ceti sarvahuddhasamayoga<;lakinijalasamvar o vajradhara eva 

phalatantrasvar11pal)109 kayacatu1?tayatma, (lllr3) parama svarthasampattil) 

pararthasampac ca I phalatantratarµpurvarµsattvasabdenasadharai:iirµno 

siik1?iit, pararµparaya 111 tu sadharai:iirµprasarigad abhidhayadhuna (lllr5l 

pradhanyenabhidhatte I (lllr5-112v5: omitted) 

[Samayoga 1.5cd] 

(dusciiri{lyo'pi sidhyante sarvaliibhasukhotsavaih II) 112

du羽ei?V a(113rl)kusalei?U cariturp sJ:larp yasarp I ta api akusalebhyo113 viratya 

kusalanui?thanapara.s 1 14 tatha si dhyanti I katharp I sarvai(113r3)r 115 

yathamilitarupadivii?ayopabhogalinganacumbanavajrapravesadibhir 

labhyata iti sarvalabharp116 ca tat sukharp ca sahajarp (113r5) tasyotsava 

uttarottaranubandhina utpadas tair 117 upadanakaral)ai]:i. I 

105 ukte]:i] em., ukti]:i Ms. 典拠不明。Cf. Amarakosa 3.3.766: jalalll samilha anayagavak�ak�arake�v 
api 
10s -mayavad] em., -mayatad Ms. 
107 ak�obhyadi-] em., ak�obhyadis Ms. 
108 striya] em., stri Ms. Cf. Tib: bud med kyis (*striya). striyaと訂正せずにstriーと訂正することも可。
109 phala-] em., phalan Ms 
no Sarrzpufa (Skorupski 1996: 233): sarvabuddhamaya]:i sattvo vajrasattva]:i paralll sukham. 
111 チベット訳は sak�at paralllparaya をコンパウンドとして理解している。
112 �Samiiyoga 1.5cd. (= Sarrzputa Ms. B, om. Ms. A) 
113 akusalebhyo] em., akusale Ms. 
114 Tib. dge ba'i rjes su bsgrub pa la lhur Jen pa rnams kyis. 
115 sarvair] em., sarver Ms. 
116 sarvalabhallll em., sarvalabhas Ms. 
117 tair] em., taur Ms. 



(86) 

[Samiiyoga 1.6] 

(sarvastrimiiyayii siddhiib svarupaparivartanaib I 

vicitramiiyiimudreyal]'I. (i,iikinzti ca milicchayii II)118 

tas ca sarval;t 119 striyal;t kramadvayadevatasvarupe9adhimoktavya ity 

aha—013vllvicitreti, vajravarahyadinanarupa I maya paramarthato 

nil;tsvabhavatve'pi sarpvrtya pratibhasamanatvat I mudra vak�yama.Q.a

(113v3)vyutpattya I saiva <;Iakin'i I katharp I iti vak�yamal).aya mlecchaya 

bhagavatal;t sarpketena I tatha hi <;Iai ityadi I 

[Samayoga 1.7] 

(9-ai uaihayasagamane dhatur atra uikalpita?i I 

saruakasacara siddhir 9-akiniti prasidhyati II)120 

vaihayasagacnsv5)manaip. 121 siinyatadhigatil}. I ata evaha-sarvakasam, 

sarvadharmanail}.svabhavyam, tac carati122 tanmayibhavatiti sarvakasacara I 

sidhyaty anayeti siddhi�I sa. 123 <)akini (114rl) prajfiaparamitasvariipatvat I 

ity evam-uktastrI1?v iyaip. tadatmyenadhimucyamana I kvacid itir iti pathal}. I 

tada (114r3) eti gacchati bhavadyabhiniveso'nayeti itiQ I mudrety uddi1?taip. 

nirddisati-sarvata iti I 

[Samiiyoga 1.8ab] 

118 GSS本による。Sal/'lputa 1.3.9 (Skorupski 1996: 233) = Samayoga 1.6. 
119 sarva}:i] em., sarva Ms 
120 GSS本による。Sal/'lpu(a 1.3.10 (Skorupski 1996: 233-234) = Samayoga 1.7. 
121 -gamanarµJ em., -gamana Ms. 
122 carati] em., careti Ms. 
12a sa] em., sa Ms 



（ 
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sarvato vzsvamudra tu sarvato vzsvasamvarazr . ztz I) 124

(87) 

sarvato dasasv dik�u visvail} 125 skandha014r5)dikalll mudrayati mudail} ratiti 

va visvasya mudra visvamudra I kathail} I sarvato rupadivi�ayopabhogato 

visvair 126 vi014vl)svasvabhavai]:i sukhair varair uttamai]:i, sunyataya 

parisuddhatvat I 

[Samiiyoga 1.13] 

(vajraT{l vajradharas caiva padmaT{l padmadharas tatha I 

ma�ir ma�idharas cawa bhavanty efUTfl kulani ca II) 127

ityevaip cadhimuktalocanadidev1svabhava(ll4v3lnam asarp kulani bhavanti I 

vajram advayajfianatmi'ikf?obhyal.J_ I vajradharo vajrasatval.J_ I padmam 

iva padmaip vairocano jalado領(114v5)badhitapadmavat saipsaradof?air 

abadhitatvat I sarve領ip 128 tathagatanaip niravaral)atvasucanaprayojana 

ihopacara 129 upalakf?a1,1aparal.J_ I (115rl )  padmadharo 'mitabhal.J_ I 

mal)iyogan maJ:}. 利0 ratnasambhaval.J_ I maJ:}.idharo'moghasiddhil.J_, ma1,1el.J. 

khac;lgaratnasya 131 dhara1,1at I vajra(115r3ldharadinam anyatamarupe1,1a 

svasvac;lakiniparikareQ.i'itmanaip nif?padayan yogi sidhyatiti bhaval.J_ I evam 

anena j醸na(115r5)mudrapi suciteti132 vadanti I 

124 Sa,r,puta 1.3.11 (Skorupski 1996: 234) = Samayoga 1.8ab 
函 visva111J em., visva Ms 
126 -opabhogato] em., -opabhogator Ms. Cf. Tib: longs spyod pa la. 
121 Sa,r,pu(a 1.3.12 (Skorupski 1996: 234) = Samayoga 1.13 
128 sarve9a111] em., sarve9a111 Ms 
129 ihopacara] em .. ihopacara Ms. 
130 mai:ii] em., mal).i Ms. 
131 -ratnasya] em., -ratnasya Ms. 
1a2 suciteti] em., sucateti Ms 



(88) 

『ア ームナ ーヤマンジャリ ー』試訳

［サマー ヨ ーガ1章11偶. 2偲後半］

この御方は、 ー切仏を始めとする不動・動のすべての存在をもつもので

あり、 サルヴァブッダ・サマー ヨ ー ガ・ダーキニー ジャ ー ラ• サンヴァ

ラである。

同様に、 この、 四身を本質とする菩提心金剛は、「ー切仏Jと菩薩を「始めと

する不動・動のすべて存在の本性」である。 というのは、 自心とは別個なる不

動なるものたち（器世間）もまた、 存在しないからである。

[§1 題目の語義：了義における解釈］

そのような「この御方」 ('sav) とは何なのかというと、 次のように言う。「ー切」
云々 1330

(§1.1 サルヴァブッダ• サマー ヨ ーガの語義）

「ー切諸仏」 (sarvabuddha) とは、 大円鏡智などを本質とする毘慮遮那など。 彼

らと共に、 空性と一味なる智の甘露から成る者であるゆえに、 ー切諸仏を本質

として、 世界の利益のために現れ出た金剛藉唾の「サマ ー ヨ ーガJ (samayogo)

つまり結合 (milanarp.) が、 大楽から成る第13 [地］たる持金剛地において

(vajradharabhumau) 存するところのもの［が、 サルヴァブッダ・サマ ー ヨ ー ガ

である] 134
0 

(§1.2 ダーキニー・ ジャ ーラ· サンヴァラの語義）

133 Sal/'lputa l.3.7cd = Samiiyoga 4.7cd = l.2cd.
134 sarvabuddhasarnayoga という語を所有複合語として説明し、 「ー切諸仏との結合を有する者」の
意味で理解する。
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そしてそれ (sa)135
は、 [<;lakinijalasa:rpvara であるのだが、 <;lakini という語の］

<;la は、 <;lana [の意味］であって、 「虚空を行く 」(akasagamanarµ) [という意味

である] 136

0 <;la という語の直後には第3格［の格 語尾 a が接続している] 137。 動

詞語根 ,rak および,rag は 「 曲がりくねって行く」という意味で［使用される］

(kutilayarµ gatau)138。 この場合、「曲がりくねって行く」とは 「遍く行きわたる」

(sarvatogamanarµ) ということである。［それゆえ <;lakini とは］「虚空を行くこと

によって」（具格としての (la) 「遍く行きわたる習性」 (akiturµ silarµ) が存する女

性 (asya) という意味である 139。 神足を通じて無量の身体によって同時に遍く行

き渡る女性 (sarvatogamini) という意味である 140。

ある別のところ （テクスト）で 141、「金剛 」という語が ［ダーキニーに付され

るのは］、［仏教］外部のダー キニ一たちを除外するためである。 「 金剛たちで

あり、かつ、彼女ら無戯論の智から成るダーキニ一たちである 日2」 という、 「 金

剛ダーキニー」 のもつ意味による (vajragakinyarthat)。 本書（『サンプタ』）でも

同様に、 必ず遍く行き渡ることによって (sarvatogatyaiva)、［仏教外部のダーキ

二一を］除外することが意図されている (akutarµ)。

あるいは、 「虚空を行く［習性］」(gaturµ)、 つまり無所縁の智を自分のものと

する習性が存するところの女性、 というのが「ダーイニー 」 (gayini、 虚空を行く

女性）である。［この <;layini の y 音に代えて］ニルクティとしてのK音が存す

135 sa は sarvabuddhasamayogal;i を 指 し、 この語が (lakinijalasaff1vara と接続して持業釈複合語
(karmadharamaya) を形成しているという説明とみられる。 それは 110r3の (lakinijalasaff1varas ca 
nitarthe につながつており、繋げると、 sa ca <;lakinijalasafflvaras ca nitarthe となる。
136 本記述が元にしたであろう『グナヴァティ 一』において、Jgaiの ai 音が a 音に代置されて (la
になることを説くが（下記資料 3 参照）、ここにはその記述がない。 sa ca の箇所の読みについてはさ
らなる検討を要する。 なお <;ial;i は単音節 a 語幹名詞袖の単数·主格である。 <;lana はJgai に名詞接
辞 ana が接続した名詞形で、 「虚空を行くこと」を意味する。
137 ,/悼の具格形が悔であることを述べている。曲は単音節 a 語幹の語根名詞 (mono-syllabic
root noun) のため、 (la がその具格形となる。 Whitney 1950: 125, §§349—351 参照。 Isaacson 氏のご
教示による。
13s Dhatupatha 1.829-830. 
139 (la akituffl は連声を適用すれば (lakituffl となる。 silaffl は、女性形接尾辞 jのもつ意味の説明も
含んでいる。
140 「神足を通じて」が他の説明であり、「遍く行き渡る」が akの説明に相当する。
141 例えば Mahamayatantra を指す。
142 つまり持業釈複合語として分析される。



(90) 

? 143 
るので (nairuktau ki sati)、 「ダーキニー」といっ

「ダーキニー」は般若・空性であり、「ジャ ーラ」は方便・大悲であり、 この

両者に基づいて、 saqi つまり楽、 vara つまり卓越したものが存するところの

もの ［がダ キニー ・ジャ ーラ ・ サンウアフ］であり 144、［それは］無戯論・偉

大性・ 無断絶性・時間的制限なく存在する性質という卓越性による。

あるいは、 それ（つまり楽）を諸々の罪悪から外に取り出して庇護する

(avadyebhyo bahii:;krtya vmoti 1
4

5) というのが、了義におけるダーキニー・ジャ ーラ・

サンヴァラである 14
60

[§2 題目の語義：未了義における解釈］

ー 方、 未了義においては、「 ー 切仏のサマ ー ヨ ー ガ」による (sarvabuddha

samayogena)、 つま り色蘊などを性質とする 毘 慮 遮 那 などの 結合に よる

(-milanena)、「 ダー キニ一 たち」、 つまり内的な（観想上の）血を性質とするも

のたち、 あるいは脈管たち、 その彼女らの、 「ジャ ーラ」つまり集合である

(samuha]:i)。 それ（つまりダーキニー・ジャ ーラ）を、精液たる世尊（菩提心金剛） が、

結合によって (milanena) 集める (sarpvmoti)、 つまり障り無き大楽と一味化する、

というのが、 ダーキニー ・ジャ ーラ・サンヴァラである 147
0 

[§3 題目の語義：第三の解釈］

あるいはまた、「ー切諸仏とのサマー ヨ ー ガによって」(sarvabuddha-samayogena)、

つまり曼荼羅輪における毘慮遮那などとの結合によって ( -milanena)、 十方にお

いて、 虚空を行くことについて示現する習性を持つ 「ダーキニ一 たち」たる、

「ジャ ーラ」 つまり幻 (ma.ya) が存するところのもの［が、サルヴァブッダ・サマー

143 この 一節および次の 一節の典拠とみられる Bhavabhatta の Cakrasa'!lvaraviv面の該当箇所につ
いては校訂テクストの注記を参照。
144 つまり所有複合語であり、 「ダーキニーと網とによる最勝楽を持つ者」という意味となる。
145 saipvara について 、「楽 (saip) を庇護するもの (vrr:ioti)」と理解する解釈。
146 ここでは「ー切諸仏との結合を有する者であり、 かつダーキニーとジャ ー ラ（般若と方便）とに基
づき最勝楽（または楽の庇護）を有する者」という意味で解釈されている。 ダーキニーの語は、 「虚空を
行くことにより遍く行き渡る者」、 または「所縁なき智を自分のものとする習性をもつ者」の意味で解釈
されている。前者はラトナーカラシャ ー ンティ、後者はバヴァバッタの理解に各々拠っている。
147 「ー切仏の結合によってダーキニーの集合と一体化するもの」という意味となり、 精血の 一体化
が意図される。



梵文和訳『サマー ヨ ー ガ・タントラ』第l章

ヨ ー ガ・ダーキニージャ ーラ］ である 148。
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「ジャ ーラ」は、「集積」や「格子」の意味で［使用されJ (vrndagavaki?ayo]:i)、

また「捕烏網」「憔網J「翡し」 の意味で ［使用される］、

という言説があるからである (uktel}.)。 象などの幻のように、 阿閑如来などは、

女性によって所化の人々を惹きつけるために、 ガウリーなどの金剛妃の姿の幻

を示すからである。

そしてそれ（つまりジャ ー ラ）であり、サンヴァラであるというのが、「サルヴァ

ブッダ・サマー ヨ ー ガ・ダーキニージャ ーラ•サンヴァラ」であり
149 、 持金剛

にほかならず、 果のタントラ を本質とし、 四身を本体とする御方であり、 最勝

の自利・利他の完成である。

先には［持金剛が］果のタントラであることを、 「衆生」 という語 150 により

不共のものとして、 しかし間接には共通のものとして、 帰納的に (prasangena)

言明した後に、 今、 主たるものとして (priidhiinyena) 、 ［果のタントラ が不共で

あることを］言明する。 (lllr5-112v5 は省略） 151 

［サマー ヨ ー ガ1章5偶後半句］

悪行の女性たちでさえ、ー切による獲得たる安楽の宴によって成就する。

諸々の凶悪なる不善行を為す習性が存するところの彼女が［「悪行の女性た

ち 」 (duscari1,1yo) である］。 彼女ら「でさえ」 (api) 不善行を退けることによっ

て、 善行の実践に専念し、 そのように「成就する」 (sidhyanti)。 どのように

してか。 臨機して (yathamilita) 色などの［五］境の享楽や抱擁や接吻や金剛

郎 つまりこの語全体は所有複合語として理解されている。
149 つまり「ー切諸仏との結合によってダーキニ一たちという幻を持つ者であり、 かつサンヴァラな
るもの」という意味で解釈される。
150 Sal]'lputa (Skorupski 1996: 233): sarvabuddhamayal) sattvo vajrasattval) paraqi sukham. 
151 次の侶に続くが、『サマー ヨ ーガタントラ』との平行偶ではないため割愛する。
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挿入 (vajrapravesa) などの一切によって獲得されるから、「ー切による獲得」

(sarvalabharp.) であり、 かつ、 それは 「安楽」 (sukharp.)、 つまりサハジャ（倶生）

なる［安楽］ であり、それ（安楽）の「宴／高まり／喜悦」 (tasyotsava)、つまり後々

へと連続する［安楽の］生起 (utpadas) である。 それらの主要因 「によって」［成

就するのである］。

［サマー ヨ ー ガ1章6偲］

［女性たちは］ 一切の女性の幻を通じて、 自身の姿の転変によって成就

する。 そして非サンスクリット言語に準じて、 この多様で美しい幻たる

ムドラ ーはダーキニーといわれる。

そしてそのすべての女性たちは、［生起と究斑との］二次第における［多様な］

尊格の本質をもつものとして、信解されるべし。それゆえに「多様で」と (vicitreti)

言う。［多様とは］ヴァジラヴァー ラ ー ヒ ーなどの様々な姿を持つ女性である。

［彼女は］、勝義としては無自性だが、世俗としては顕現しているから、「幻」(ma.ya)

である。 後述する語義分析 152
によって、 「ムドラ ー」である。 その同じ彼女こ

そが、 「ダーキニ一」 である。 どのようにしてか。「と」 (iti) と直後に述べられ

る「非サンスクリット言語によって」 (mlecchaya)、つまり世尊のとりきめによっ

て (sarpketena)。 すなわち、 <;lai、 云々 ［の次の偶で語られるとりきめによって

である］。

［サマー ヨ ー ガ1章7個］

これ (<;!akini という語） における動詞語根である <;lai は、 「虚空を行く」

という意味において考えられている。 その歩みが全虚空に行き渡る悉地

が、 ダーキニーである、 と広く知られている。

152 「刻印する (mudrayati)、 あるいは、 喜悦 (muda)を恵む(rati) から」ムドラーという。 下記
8 褐の注釈参照。
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「虚空を行く」とは、空性を理解することである。 まさにそれゆえに次のよう

いう。「全虚空」、 つまり一切諸法無自性たること、 それが行く (carati) とは、

それから成るものになる (tanmayibhavati) という［意味］ であり、［それが］「全

虚空に行きわたる」ということである。 これによって成就するから「悉地」（完

成の手段）という。 それ（悉地）は、般若波羅蜜を自体としているから、ダーキニ一

である。「と」 (iti) と、以上のように説かれた女性たちに中で、彼女（ダーキニ一）

は、 同体であると (tii.dii.tmyena) 信解されているものである。

ある［異本］ において、 [iti の代わりに] itil;t という読みがある (kvacid itir 

iti pathaJ:i)。 その場合、「赴く」、「行く」 (eti gacchati) [という意味であり］、 こ

れによって存在などに執着すること (bhii.vii.dyabhiniveso'nayii.)、 というのが itil;t

［の意味］である
153

。 ［次の低では、前に］「ムドラ ー」と説示されたことを説明

する。「遍＜」云々と。

［サマー ヨ ー ガ1章8偽後半］

［ダーキニーは］、 遍く一切の最勝楽によって、 遍く一切のムドラ ーであ

る、 と［広く知られている］。

「遍<」 (sarvato)、 つまり十方において、 ー切つまり蘊などを (visva111 skandhadika111) 

刻印する (mudrayati)、 あるいは、 喜悦を恵む (muda111 rati) か ら ［ムドラ 一

と言われ］、 ー切に ついてのムドラ ー が (visvasya mudra)、「ー切のムドラ ー」

(visvamudra) である。 どのようにしてか。「遍＜」、 つまり色などの対象の享

楽にもとづいて、「ー切」 (visvair) の、 つまり一切を自己の本質として有する

(visvasvabhavail).)、「最勝」 (varair) つまりの最高の (uttamail).) 安楽によって （つ

まり visvasa111vara によって）［ダーキニ ーは sarvato-visvamudra なのである］。

153 ここでは、 iti 「～と」というイ島の読みについて、 itii) という異読を挙げる（つまり1晶の d 句を
<)akinitil;t prasidhyati とする異読）。アバヤーカラグプタはこれを、 動詞語根n に名詞接尾辞 -ti を
付した、 「行く」手段、「執着する」手段を意味する名詞として理解している。｛昂頌にこの異読を当て
はめると、「ダーキニーに執着することが」 (<)akin1tii)) と訳しうる。
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なぜならば、空性によって浄化されているからである。

［サマー ヨ ーガ1章131局］

にの幻は］金剛、 持金剛、 蓮華、 持蓮華者、 宝珠、 持宝珠、 そしてそ

れらの族となる。

このような仕方で（つまり前半句所説のように）、 偏解されたロ ー チャナーなどの

妃を本性とする 「彼女ら（ダーキニ 一 たち） の族となる」。［すなわち］「金剛J

とは不二智を自体とする阿閤である。「持金剛」 とは金剛陸埋である。蓮華の

如きものが、 「蓮華」であり、 毘慮遮那である。なぜならば、［毘廣遮那は］水

中の汚損によって損なわれない蓮華のように、 輪廻の汚損によって損なわれる

ことがないからである。ここにおける（つまり蓮華という語がもつ）比喩的表現

(upacara) は、すべての如来が障害を持たないことを示唆するという目的を持ち、

［すべての如来を］賠示することを専らにしている。「持蓮華」とは阿弥陀である。

宝珠を備えているゆえに、 「宝珠」とは宝生如来である。「持宝珠」とは不空成

就である。なぜならば、 宝珠は、 宝刀 (khaggaratna) を持つからである 154。持金

剛など ［上記の六者］の間のどれかー尊の姿でもって、 各自のダーキニーに奉

仕するものとして、［観想の中で］自分自身を完成させる喩伽者は、 成就する、

という意図である。このように、 このことによって、 知のムドラーもまた暗示

された、 と人々はいう。

【資料 3 】『グナヴァティ 一』と『ムクタ ーヴァリ一』のダーキニーの語釈箇所

下記はダーキニーの語義説明を行う、ラトナーカラシャーンテイの『グナヴァ

ティ一』と『ムクタ ーヴァリー』の一節である 155。特に 『グナヴァティ一』は

【資料2】所掲の『ア ームナー ヤマンジャリー』の解説の元になっているとみ

られ、 その正確な理解に必要な資料であるためここにテクストと和訳を提示す

154 つまり六族を、 金剛界の五仏と金剛薩唾の都合六尊として理解している。
155 類似する説明は D 1401, 2b6-3al などにもみられる。
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る。 テクストの太字は、 刊本を Harunaga Isaacsonの訂正によって改めた箇所

である 1560 

『グナヴァティ 一』

c,iai vaihayasagamane I 157 aikarasyatvam I c,ianarp. c,ia akasagamai:iam

iti artha}:i. I c,iasabdat trtiya I ak ag kutilayarp. gatau I 158 atra sarva

togamanarp. kutila gati}:i. I c,ia 159 akiturp. 俎lam asya iti c,iakini I rddhya 

kayakotiniyutasatasahasrair yugapat sarvatogaminity artha}:i. I tatha 

coktarp. ― 

<;lai vaihayasagamane dhatur atra vikalpita}:i I 

sarvakasacara siddhir <;lakiniti prasidhyati II (Samayoga 1.7) 

iti I vajragrahal).a:rp_ bahyac;lakinivyavacchedartham I vajras ca 

ni�prapaficajfianamayatvat, c;lakinyas ceti vajrac;lakinyal;i. I 160 

［試訳J F c;iaiは、「虚空を行く」という意味で［使われる ］。 [c;laiの] ai 音に

代えて a [音が置かれる］。［そしてJ c;lana (虚空を行くこと）が、 c;la [の意味］

であり、 「 虚空を行くこと」 という意味である。 [c;lakiniという語の ではJ c;la 

という語の直後には第 3格［の格語尾 aが接続している] 161。 J'akはfagは、

「曲がりくねって行くこと」の意味で［使われる] 162。 この場合、「 曲がりくねっ

て行く」とは、「あらゆるところに行くこと」である。「虚空を行くことによって」

（具格としての曲）、「あらゆるところに行く」 (ak)習性(sila)が存するところの女

性、 というのが、 c;lakini である。 神足によって幾千億もの身体を用いて (ga の

語義）、 同時にあらゆるところに行く (ak の語義）女性、 という意味である。 そ

函 Isaacson 2015. 

151 Cf. Dhatupatha 1.1017 c;lin vihayasa gatau. 
158 Dhatupatha 1.829-830. 

159 Cf. Gu(lauatz, p. 3.12: 徊abdat trtiya; Muktiiuali, p. 155.11-12: tayankitu!Jl (read: tayakitu!Jl) 
silam asam iti c;lakinyal,l. 
160 Gu(lauatz, p. 3.10-19. 

161 c;la は単音節語幹名詞 c;laの具格形（同形） 。 『ア ー ムナ ー ヤマンジャリ ー 』の平行箇所参照。
162 Dhatupatha 1.829-830. 
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して次のように言われる。

動詞語根F<;Iai は、 ここにおいて、 「虚空を行く」という意味で考えら

れている。 その歩みがあらゆる虚空に行き渡る悉地が、 ダーキニ ーであ

ると広く知られている（『サマー ヨ ーガ』1.7)。

と。 「金剛」という語は、［仏教］外部のダーキニ一たちを除外するためである。

無戯論の智から成っているゆえに諸々金剛であり、 かつ、 ダーキニ 一たちであ

る、 というのが、 「金剛なるダーキニ一」である 16
\

『ムクターヴァリー』 164

<;lakininam iti I <;lai vaihayasagamane I <;lanaqi <;l町ddhyabhijfia I tayankituqi 

(read: tayakiturp.) silam asam iti <;lakinyaJ:i. I ankanaqi (read: akanarp.) kutila gatiJ:i. I 

rddhya yugapad dasasu dik�u gatisila.J:i_ siddhayoginyo <;lakinya ity arthaJ:i_ I 

［試訳］ 「<;lakininam」について、 動詞語根f <;lai は、 虚空を行くことという意

味で［使用される］。「虚空を行くこと」 (giinarp.) が、 <;la の意味であり、神足や

神通のことである。 それ (gii つまり神足など）によって、 曲がって行く (akiturp.)

習性が存するところの女性たち、 というのがダーキニーである。 akana (gakini

の語中に含まれるf ak から派生した名詞）は、「曲がりくねって行く」ということ

である。 ［つまり］神足によって、 十方に行く習性を持つ成就者の喩伽女たち

がダーキニー である、 という意味である。

163 持業釈複合語の説明。
164 p. 155. 11—13, on Hevajra 2.3.4 
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